
宝物No. こうじょうやけい

28-3 工場夜景
シーズン

日時

■ 観る ■ 遊ぶ・体験する
□ 食べる □ その他

□ ものづくり □ イベント・祭り
□ 味づくり □ にぎわい
■ 現代の文化的なもの ■ 港めぐり
□ 歴史的なもの □ 人物

問い合わせ

TEL

FAX

E-mail

交通

写真提供：川崎市

基礎情報

由来・エピソード

補足・その他 関連シート

（16-3）屋形船

（28-1）港湾施設（埋立地）

（28-2）川崎港・運河

KAWASAKI-KU TAKARAMONO インタラクティブかわさきネットワーク

かわさき区の宝物シート

エリア
臨海部全域 通年

－

目的

宝物定義

所在地 川崎区臨海部の工場地帯

川崎市経済労働局産業振興部商業観光課
川崎市観光協会連合会

044-200-2327
044-544-8229

■平成23年(2011)3月、川崎区役所地域振興課で「かわさきの工場夜景」ペーパークラフ
トを作成。
　TEL：044-201-3136
   URL：http://www.city.kawasaki.jp/61/61kusei/home/papercraft/index.html
          （川崎区役所HP/かわさきの宝物ペーパークラフト）

URL

http://www.k-kankou.jp/kkanko/sangyou/yakei
（川崎市観光協会連合会HP内 川崎工場夜景サイト）

■日本の産業経済の発展を支えてきた京浜工業地帯の中心、川崎の工場群が夜景スポット「工場夜景」として注
目を集めている。
■工場夜景は東扇島東公園など川崎市内の沿岸部で見られるほか、屋形船に乗って運河から直接眺める「川崎工
場夜景クルーズ」や地上をバスで巡る「川崎工場夜景バスツアー」が民間会社と川崎市の共同企画で行われ、機
械的、幾何学的に入り組むパイプやタンク、煙突が工場の光で浮かび上がる幻想的な様子が人々をひきつけ、新
たな観光資源となっている。

■明治末期に始まった、市（当時は川崎町）を挙げての工場の誘致活動や浅野総一郎の埋め立てにより、海苔養殖や製塩が主
産業であった川崎臨海部は工業地帯に姿を変えていった。高度経済成長期には、京浜工業地帯の中心として日本の産業を支
え、現在では、石油・鉄鋼・電気・機械・環境など様々な基盤・先端技術産業が集積している。工業地帯の夜景は、稼動して
いるこれらの石油化学コンビナートや工場の夜間照明やフレアスタック（余剰ガスを無害化するために焼却する際に出る
炎）、煙突、配管などの構造や機能性を眺めるのが特徴である（なお、煙突から出ているのは水蒸気である）。具体的には、
川崎の工業発展を支えてきた東亜石油、JX日鉱日石エネルギー、昭和電工、JFEスチール東日本製鉄所、東京電力、東燃ゼネラ
ル石油、日本冶金、日本ゼオン、旭化成ケミカルズなどの工場群である。
■川崎市は平成17年(2005)7月、産業都市としての歴史や魅力を知ってもらうとともに、地域の活性化を図るため、川崎市、川
崎商工会議所を中心に、学識経験者、関係企業、観光事業者、各種団体などで構成する「川崎産業観光振興協議会」を設立し
た。川崎が誇る鉄鋼、食品などの各種工場などをまわる川崎産業観光ツアーや、川崎産業観光検定試験の実施、川崎産業観光
シンポジウムの開催など行っている。
■平成20年(2008)に、川崎市と川崎市観光協会連合会が市内を巡る8回のモデルツアーを実施した結果、非常に好評であった
が、特に「工場夜景ツアー」の評判が高かった。そこで、川崎臨海部の工場夜景を楽しんでもらおうと、平成22年(2010)1月か
ら屋形船、4月からバスツアーの定期運行が開始された。これが若いカップルや女性グループをはじめ、小学生から80歳代まで
幅広い世代で人気となり、川崎臨海部の工場夜景が一躍脚光をあびることとなった。
■川崎工場夜景バスツアーは、毎月第1、3金曜日に実施されている。工場夜景ナビゲーターによる解説で、知られざる工場夜
景スポットをまわる。通常は立ち入り禁止となっている川崎臨港倉庫の屋上を含めた夜景スポットから、幻想的な工場群を見
ることができる。
■川崎工場夜景屋形船クルーズは毎月第2、第4土曜日に実施されている。川崎駅から発着する送迎バスから、塩浜で屋形船に
乗り換え、川崎臨海部の各運河を巡る。屋形船ではガイドの解説やビール・食事などを楽しみながら、海上に浮かぶ川崎の工
場夜景を眺めることができる。
■川崎工場夜景の詳細については、上記「川崎工場夜景サイト」を参照。


